
正しい生長の家を受け継ぎ次代に繋ぐ

躍進する生長の家社会事業団

１

特
別
号

平
成
30
年
３
月
1
日

生
長
の
家
社
会
事
業
団
と
は
何
な
の
か

―
そ
の
使
命
と
事
業
に
つ
い
て

昭
和
20
年
８
月
15
日

昭
和
20
年
９
月

昭
和
20
年
11
月

昭
和
21
年
１
月
８
日

昭
和
37
年
４
月

昭
和
53
年
11
月

昭
和
60
年
６
月
17
日

平
成
21
年
２
月

平
成
23
年
４
月

平
成
24
年
１
月

同
年　
　

３
月
28
日

平
成
25
年
２
月

同
年　

 

５
月
27
日

平
成
28
年

同
年　
　

６
月

平
成
30
年
５
月

・
大
東
亜
戦
争
の
終
結
。
玉
音
放
送
流
れ
る
。

・
谷
口
雅
春
先
生
は
、
巷
に
あ
ふ
れ
る
戦
災
孤
児
た
ち
を

旧
生
長
の
家
家
庭
光
明
寮
建
物
に
引
き
取
ら
れ
、
保
護
養

育
を
開
始
さ
れ
る
。（
生
長
の
家
神
の
国
寮
の
始
め
）

・
日
本
救
国
・
世
界
救
済
の
大
構
想
を
谷
口
雅
春
先
生
は

復
刊
第
一
号
の
『
生
長
の
家
』
誌
に
ご
発
表
。

※
戦
後
の
生
長
の
家
人
類
光
明
化
運
動
の
発
進
宣
言
と
も
い

う
べ
き
「
生
長
の
家
社
会
事
業
団
の
設
立
」
を
提
唱
さ
れ
る
。

・
財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団
の
設
立
許
可
。

初
代
理
事
長
に
谷
口
雅
春
先
生
、
副
理
事
長
に
谷
口
輝
子

先
生
ご
就
任
。

・
天
皇
陛
下
よ
り
生
長
の
家
神
の
国
寮
に
御
下
賜
金
を
賜

る
。（
昭
和
44
年
に
も
再
び
賜
る
）

・
龍
宮
住
吉
本
宮
・
鎮
護
国
家
出
龍
宮
顕
祭
殿
建
立
。

「
吾
々
は
住
吉
大
神
の
全
身
全
霊
で
あ
る
」
と
高
ら
か
に
御

宣
言
。

・
谷
口
雅
春
先
生
御
昇
天
。（
午
前
七
時
五
十
三
分
）

満
九
十
一
歳
七
ヶ
月

・
教
団
と
『
生
命
の
實
相
』・
聖
経
の
著
作
権
を
巡
る
裁
判

が
始
ま
る
。

・「
谷
口
雅
春
先
生
記
念
図
書
資
料
館
」
を
開
設
。

・『
生
命
の
實
相
』
発
刊
八
十
年
を
記
念
し
、
新
編
『
生
命

の
實
相
』
全
65
巻
の
刊
行
開
始
。

・
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
「
公
益
財
団
法
人
」
の
認
定
。

・
御
教
え
が
歪
め
ら
れ
消
え
て
ゆ
く
危
機
感
か
ら
、
正
し

い
御
教
え
を
全
相
的
に
体
系
的
に
学
ぶ
「
教
義
研
修
講
座
」

全
国
展
開
の
出
発

・
最
高
裁
で
生
長
の
家
社
会
事
業
団
に
著
作
権
が
帰
属
す

る
と
の
全
面
勝
訴
。『
生
命
の
實
相
』、聖
経『
甘
露
の
法
雨
』

が
護
り
抜
か
れ
る
。

・
創
立
70
周
年
を
記
念
し
、
五
つ
の
事
業
の
展
開
と
献
資

奉
納
は
じ
ま
る
。

・
教
団
の
最
高
首
脳
者
会
議
「
今
夏
の
参
議
院
選
挙
に
対

す
る
生
長
の
家
の
方
針
」
で
「
与
党
と
そ
の
候
補
者
を
支

持
し
な
い
」
と
決
定
。
生
長
の
家
立
教
の
使
命
を
否
定
し

た
決
定
に
公
式
声
明
を
出
し
、
断
固
抗
議
す
る
。

　

そ
の
後
、
教
団
の
共
産
化
が
進
む
。

・
谷
口
雅
春
先
生
御
報
恩
・
全
国
練
成
道
場
完
成
予
定

理
事
長　

久
保　

文
剛　
　

　

本
年
三
月
一
日
は
、
住
吉
大
神
よ
り
神
啓
を
受
け
ら
れ
た
尊
師
谷
口
雅

春
先
生
が
、
自
分
の
身
体
を
蝋ろ

う
そ
く燭

の
火
の
よ
う
に
焼
き
つ
つ
人
類
を
救
わ

ん
と
決
意
さ
れ
生
長
の
家
人
類
光
明
化
運
動
を
発
進
さ
れ
て
よ
り
八
十
九

年
の
記
念
日
で
す
。
そ
の
尊
き
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
生
長
の
家
社
会

事
業
団
の
使
命
と
事
業
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

谷
口
雅
春
先
生
は
大
東
亜
戦
争
終
結
後
の
昭
和
二
十
年
十
一
月
、
戦
後

復
刊
第
一
号
の
『
生
長
の
家
』
誌
に
日
本
救
国
・
世
界
救
済
の
大
構
想
を

ご
発
表
に
な
ら
れ
、
そ
の
一
大
拠
点
と
し
て
「
生
長
の
家
社
会
事
業
団
の

設
立
」
を
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
と
同
時
に
聖
経
『
甘
露
の
法
雨
』
と

聖
典
『
生
命
の
實
相
』
等
の
著
作
権
を
永
続
的
な
基
本
資
産
と
し
て
寄
付

行
為
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
現
象
的
な
資
産
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、

住
吉
大
神
か
ら
神
授
さ
れ
た
本
当
の
御
教
え
を
永
遠
に
護
り
抜
き
拡
げ
る

聖
な
る
使
命
を
託
さ
れ
た
と
確
信
し
ま
す
。　
　

　

昭
和
38
年
２
月
28
日
、谷
口
雅
春
先
生
は
次
の
通
り
ご
教
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
な
ぜ
生
長
の
家
が
出
現
し
た
の
か
。
生
長
の
家
の
神
は
住
吉
大
神
で
あ

る
。
そ
の
住
吉
大
神
が
、
な
ぜ
今
こ
こ
に
、
日
本
の
国
土
に
こ
の
時
期
に

現
は
れ
給
う
た
の
か
。
そ
こ
が
非
常
に
大
切
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。『
古
事
記
』

に
示
さ
れ
る
ご
と
く
、
住
吉
大
神
は
天
照
大
御
神
の
御
誕
生
の
直
前
に
現

は
れ
ら
れ
た
。
最
後
の
宇
宙
浄
化
の
働
き
と
し
て
、
宇
宙
の
大
神
が
住
吉

大
神
と
現
は
れ
給
う
た
の
で
あ
る
。
天
照
大
御
神
の
御
誕
生
と
は
、
日
本

の
実
相
の
誕
生
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
日
本
な
る
も
の
の
魂
が
具
体
的
に

宇
宙
を
照
ら
す
光
と
な
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
直
前
に
、
最
後
の

浄
化
の
働
き
と
し
て
住
吉
大
神
が
今
こ
こ
に
現
は
れ
給
う
た
と
い
ふ
、
こ

こ
に
生
長
の
家
出
現
の
真
意
が
あ
る
の
で
あ
る
。」『
生
長
の
家
五
十
年
史
』
４
７
８
頁

　

こ
の
生
長
の
家
出
現
の
真
意
を
歪
め
る
こ
と
な
く
、
住
吉
大
神
様
を
神

と
仰
ぎ
、
聖
典
『
生
命
の
實
相
』
を
神
殿
と
仰
ぎ
、
谷
口
雅
春
先
生
を
永

遠
の
教
祖
と
仰
ぐ
信
仰
を
確
立
し
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
私
共
は
五

つ
の
創
立
記
念
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。（
裏
面
参
照
）

　

そ
し
て
、
谷
口
雅
春
先
生
の
正
し
い
み
教
え
を
伝
え
る
あ
ら
ゆ
る
団
体
、

人
々
を
支
援
し
ま
す
！

生長の家社会事業団の歩み
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谷口雅春先生のみ教えが歪められ消
えてゆく危機感から出発した平成 25
年第 1 回の東京会場

新編は第 28 巻まで刊行！

　　　全 65 巻まで次々と刊行していきます！

五つの事業を支える奉讃者371名御芳名
【
高
額
献
資
】

《
３
０
０
万
円
》　

匿
名
１
名
《
２
６
５
万
円
》  

匿
名
１
名
《
２
３
３
万

円
》
匿
名
１
名
《
２
０
０
万
円
》
匿
名
１
名
《
１
３
３
万
円
》 

三
橋
靖
子

《
１
０
０
万
円
》
森
藤
左
エ
門
・
池
澤
淑
枝
・
猪
狩
寛
大
・
川
瀬
善
業
・

幸
島
邦
晴
・
永
井
邦
男
・
森
耕
二
・
門
馬
テ
ル
子
（
故
人
）・
花
山
淳
一
・

匿
名
５
名
《
66
万
円
》
新
井
治
男
・
匿
名
４
名
《
50
万
円
》　

河
田
雪
子
・

中
川
原
登
志
子
・
藤
本
康
子
《
40
万
円
》
匿
名
１
名
《
37
万
７
千
円
》

細
谷
高
彦

【
33
万
献
資
】

荒
山
啓
子
・
安
次
富
幸
常
・
井
上
祥
子
・
清
野
輝
江
・
古
屋
タ
カ
・
小

田
克
久
・
田
中
弓
子
・
濱
中
光
雄
・
河
野
千
英
・
岡
田
正
・
吉
田
未
美
子
・

向
吉
禮
子
・
出
口
正
博
・
鈴
木
章
子
・
徳
満
静
子
・
又
野
陽
子
・
三
浦
芳
樹
・

森
本
實
千
代
・
三
道
綾
香
・
谷
本
須
満
子
・
内
藤
正
枝
・
岡
村
源
治
・

岡
村
紀
男
・
岡
村
芳
子
・
中
島
統
・
小
西
謙
吾
・
小
西
英
子
・
有
森
義

典
・
長
谷
部
良
知
・
藤
岡
ち
や
子
・
岡
村
佳
明
・
田
村
愛
子
・
宮
原
博

子
・
栗
原
秀
治
・
岡
田
き
よ
ゑ
・
服
部
あ
き
子
・
菅
原
洋
子
・
高
倉
光
枝
・

鈴
山
恭
子
・
宮
辺
洋
子
・
藤
井
純
子
・
山
本
由
喜
美
・
木
村
正
行
・
吉

田
清
美
・
片
山
智
由
利
・
西
岡
正
堯
・
百
地
紀
子
・
林
幸
子
・
掘
田
春
美
・

田
本
美
佐
子
・
吉
田
ふ
さ
子
・
河
原
洋
文
・
坂
野
一
久
・
山
根
ハ
ツ
子
・

篠
原
浩
子
・
髙
野
輝
雄
・
髙
本
強
・
大
原
和
子
・
川
上
隆
久
・
坂
本
忠

穂
・
山
本
富
男
・
清
水
惠
治
・
相
曽
信
幸
・
大
橋
光
代
・
栩
内
和
賀
子
・

清
水
景
子
・
浅
野
浩
明
・
杉
本
和
禧
・
山
下
玲
子
・
喜
多
村
明
徳
・
丹

治
信
子
・
小
村
治
子
・
石
村
須
賀
子
・
吉
村
進
・
堤
麻
子
・
千
葉
篤
子
・

市
田
絹
子
・
沖
縄
県
真
理
の
集
い
・
匿
名
61
名

【
33
万
分
割
献
資
】

安
濃
主
税
・
丸
山
廣
・
古
市
富
子
・
佐
々
木
恵
子
・
坂
井
春
水
・
坂
下

チ
リ
子
・
松
岡
紀
美
子
・
清
水
稔
・
服
部
文
子
・
野
口
毅
・
髙
橋
益
司
・

久
保
訓
枝
・
川
上
一
郎
・
匿
名
13
名

【
志
献
資
】

《
30
万
円
》
大
上
君
子
《
27
万
９
千
円
》
匿
名
１
名
《
26
万
円
》
匿
名
１

名
《
20
万
円
》
二
宮
清
・
匿
名
１
名
《
13
万
７
千
円
》
匿
名
１
名
《
13
万
円
》 

天
野
比
呂
史
《
10
万
円
》　

渕
上
フ
サ
（
故
人
）・
井
﨑
弘
之
・
学
ぶ
会

い
わ
き
支
部
・
菅
野
正
子
・
堀
家
昌
子
・
大
塚
貴
子
・
匿
名
３
名
《
６
万

円
》
柳
沼
美
智
子
・
本
間
明
《
５
万
円
》
馬
場
則
夫
・
匿
名
１
名
《
他
》

本
山
宗
吉
・
大
上
和
子
・
匿
名
９
名

【
年
払
い
献
資
】

（
平
成
27
年
）《
５
万
円
》 

濵
田
博
（
故
人
）・
佐
藤
雅
春
・
峯
松
裕
・
世

古
口
修
一
《
３
万
円
》
目
黒
玲
子
・
本
間
明
・
菊
池
加
奈
子
・
湯
山
加

奈
江
・
伊
東
カ
オ
ル
・
矢
萩
洋
子
・
学
ぶ
会
さ
い
た
ま
支
部
・
匿
名
３

名
・《
１
万
５
千
円
》
落
合
節
子
・
市
村
恭
子
・
坪
内
重
貴
・
江
田
ヒ
ロ

子
・
大
井
満
江
・
中
嶋
祐
子
・
畠
山
悦
子
・
丹
羽
冬
紀
子
・
高
森
百
合
子
・

木
幡
睦
洋
・
山
本
泰
藏
・
松
永
清
美
・
松
永
ト
シ
エ
・
谷
晃
吉
・
田
中
輝
代
・

石
田
晋
・
八
巻
好
生
・
匿
名
３
名
・《
他
》 

濱
田
和
彦
・
岩
田
冨
士
雄
・（
平

成
28
年
）《
５
万
円
》 

濵
田
博
（
故
人
）・
関
綾
子
・
野
田
美
香
・
松
岡
惠

美
子
・
菅
原
道
夫
・
中
西
瑠
美
・
三
宅
俊
明
・
山
根
ハ
ツ
子
・
佐
々
木
清
・

三
宅
和
昭
・
佐
藤
雅
春
・
匿
名
５
名
《
３
万
円
》
吉
富
絹
夜
・
矢
萩
洋

子
・
小
野
沢
大
史
・
目
黒
玲
子
・
小
田
島
佳
子
・
鵜
飼
捷
雄
・
江
村
瑞
也
・

伊
東
カ
オ
ル
・
山
本
泰
蔵
・
本
間
明
・
秋
島
秀
穂
・
新
浪
春
代
・
加
藤

弘
尚
・
武
田
征
四
郎
・
横
山
茂
・
古
賀
道
之
・
牧
豊
・
本
間
良
一
・
後

藤
眞
理
子
・
山
下
充
晃
・
馬
場
広
子
・
渡
邉
一
男
・
紙
本
冨
美
・
松
本

康
伸
・
湯
山
一
浩
・
匿
名
14
名
《
１
万
５
千
円
》
玉
木
伸
芳
・
大
木
貢
・

大
木
き
み
子
・
大
木
智
康
・
大
木
卓
也
・
田
中
輝
代
・
大
井
満
江
・
中

嶋
祐
子
・
加
藤
玲
子
・
丹
羽
冬
紀
子
・
中
澤
美
津
子
・
中
條
芳
男
・
目

黒
美
記
子
・
中
沢
行
雄
・
鈴
木
幸
子
・
畠
山
悦
子
・
猪
股
隆
秀
・
谷
晃
吉
・

小
田
一
紀
・
藤
原
誠
・
田
内
川
明
・
江
田
ヒ
ロ
子
・
北
浦
德
章
・
石
田
晋
・

中
田
智
愛
子
・
落
合
節
子
・
工
藤
清
・
坪
内
重
貴
・
桑
見
正
一
・
齋
藤

三
郎
・
花
岡
三
千
穂
・
森
冴
子
・
井
関
隆
文
・
松
永
清
美
・
松
永
ト
シ
ヱ
・

匿
名
19
名
《
他
》 

長
谷
川
美
智
子
・
中
尾
倭
文
雄
・
佐
藤
貞
江
子
・
佐
藤

幸
恵
・
菊
地
英
利
華
・
阿
部
育
子
・
ヨ
シ
ダ
マ
サ
ヒ
ロ
・
ヨ
シ
ダ
ヨ
シ
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『生命の實相』・聖経『甘露の法雨』を護持し、正しい「生長の家」を次代につなぐ　
献資御奉讃にご協力ください !!

　生長の家社会事業団では、下記の「五つの事業」と聖典『生命の實相』、聖経『甘露の法雨』等の著作権の護持に全力を
投入させて頂いております。その爲とりわけ創立７０年記念事業として、１口 33 万円献資を仰いでおります。
　どうか正しい「生長の家」を次代につなぐ献資御奉讃にご協力ください。

生長の家社会事業団五つの事業（創立 70 年記念）
★ 聖典『生命の實相』・聖経『甘露の法雨』を永遠に護り抜く！

★「谷口雅春先生記念図書資料館」の充実拡大！

★ 日本一の「児童養護施設生長の家神の国寮」の実現！
★  み教えを全相的に深く学ぶ講師・信徒を生み出す
　「生長の家教義」研修講座と
　次代を担う「青少年練成会」の全国開催！

生長の家社会事業団は
谷口雅春先生の正しいみ教えを伝える   

あらゆる団体、人々を支援しています！
（別紙「大真理講演会全国のうねりへ」参照）

戦後、焼け野原となった東京で戦災孤児を養育された谷口雅春先生
の愛のお心を受け継ぎ、全国のモデルとなるよう努めています。

これまで献資下さった方々の御芳名を謹んで記載させていただき、深甚の感謝を捧げさせていただきます。

★「谷口雅春先生御報恩・全国練成道場」の創立！
５月に完成予定

ここから真実の救いが巻き起こる！

生長の家社会事業団の建物を練成道場に改装中。




